
数学部会

研究 主 題 「個 に応 じた指 導 の充 実 を図 るた めの

教 員の相 互 研鎭 の あ り方 に つ いて 」

研究 の概 要

本 研 究 で は 、数 学 の一 斉授 業 の 中で 個 に応 じた 指 導 の 充 実 を図 るた め の教 員 の相 互

研 鎭 の 必 要 性 に つ い て 考 察 ・検 証 した 。 い わ ゆ る 「研 究 授 業 」 は 、 相 互 研 銀 の ひ と っ

の 形 で あ り、負 担感 が な く、 かつ 頻 繁 に 実施 で き れ ば そ の 効 果 は絶 大 で あ ろ う。

しか し、 実 際 に は さま ざま な壁 が あ り、 定例 的 には 実 施 で き な い の が 現 状 で あ る 。

この よ うな 制 約 の 中 で 、多忙 な 教 育 現 場 にお い て 現 実 的 に実 行 可 能 な 相 互研 鎖 とは何

か 、 ま た そ れ に 向 け て の シ ラバ ス や 有 効 な指 導案 とは どの よ うな も の で あ るか 、 な ど

に つ い て さ ま ざ まな 角 度 か ら検 討 した 。

1研 究 の 目 的

現 在 数 学 の 時 間 に 限 らず 多 くの 教 科 ・科 目で 「一 斉 授 業 」とい う形 態 の授 業 が行 わ れ

て い る。 そ の な か で 、 生 徒 一 人 一 人 の 「学 習 理 解 度 」 を把 握 し、 個 に応 じた指 導 を よ

りき め 細 か に 行 っ て い くた め に は 、教 員 の 豊 富 な 経 験 と 、指 導 技 術 の 向 上 が 求 め られ

る。 そ して 、 指 導 技 術 を高 め るた め の方 法 と して 、教 員 相 互 の 情 報 交換 を 含 め た 相 互

研 鎭 が 不 可 欠 で あ る。

相 互 研 鎖 の 場 と して まず 考 え られ るの は 、「研 究 授 業 」で あ る 。お 互 い の授 業 を 参 観

す る こ とは 、 授 業 改 善 ・指 導 技 術 向 上 へ の 早 道 とい え る。 そ れ 以 外 に も、 た とえ ば 数

学 科 会 の席 上 で 、授 業 の 進 め 方 を議 論 した り、試 験 問題 を 作 成 ・検 討 した りす る 際 に 、

教 え方 や 生 徒 の 「理 解 度 」 に 関 す る 惰 報 交 換 を行 うこ とは 可 能 で あ る。 しか し、 現 実

に は そ の機 会 は 少 な い.そ こで 、研 究 授 業 だ け で な く 、 日々 の授 業 に も活 用 で き る指

導 案 の 書 式 を検 討す る こ と と した。現 行 の指 導案 を見 直 し、書 く こ とが で き て 、「個 に

対 す る指 導 」 に も対 応 で き る よ うな 書 式 を開 発 した 。 この こ と に よ り、授 業 者 の 授 業

の 記 録 に な る と同 時 に 、授 業 の進 め 方 や 達成 度 な どを 反 省 材 料 と して授 業 改 善 を行 う

こ とが で き るほ か 、 こ の 指 導 案 を 提 示 す る こ とに よ り授 業 参 観 を行 わ な くて も他 教 員

の 授 業 の 展 開 が わ か り、数 学 科 会 等 で利 用す れ ば 相 互 研 鎖 の た めの 資料 と して も有 効

な も の に な る と考 えた の で あ る.

皿 研 究 の 方 法

本 研 究 で は 、 上 記 目的 を 達 成 す るた め 、以 下 の よ うな 方 法 で 研 究 を行 った 。

① シ ラバ ス ・指 導 案 の検 討 と研 究 授 業

委 員 の 所 属 校 の シ ラバ ス の 内容 ・作 成 方 法 ・時 期 を相 互 に研 究 をす る と と もに 、 よ
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りよ い 指 導 案 の 書 き 方 を 開発 し山崎 高 校 に て 検証 授 業 を 行 っ た。

② 数 学 の 教 員 を対 象 と した ア ンケ ー ト

都 立 高 等 学 校 数 学 科 教 諭 を対 象 に相 互研 鎖 の 方 法 ・場 所 ・場 面 ・時 期 、相 互 研 鎭 へ

の 意 識 等 に 関 す るア ン ケ ー トを実 施 した。(27校67名 の 先 生 の 協 力 が得 られ たb)

③ 新 しい 指 導 案 の 書式 の 開 発 ・研 究

新 しい 指 導 案 書 式 を 検 討 し、実 際 の 授 業 を想 定 した 新 書 式 に よ る指 導 案 を 作 成 した 。

④ 指 導案 に 基 づ く検 証 授 業

作成 した 新 指 導案 を基 に 足 立新 田高 校 に て 検 証 授 業 を行 い 、授 業 改 善 ・相 互 研 鐙 に

向 け た 書 式 の改 良 及 び 記 入 方 法 の 改 善 を 行 っ た 。 委 員 の 所 属 す る各 校 にお い て も新 書

式 を使 っ て授 業 実 践 を行 い 、検 証 に生 かす こ とに した 。

皿 研 究 の 内 容

本 研 究 で は 、 新 指 導 案 の 作 成 と と もに 、 数 学 科 教 員 対 象 に行 ったf授 業 につ い て の

ア ン ケー ト」 を 基 に 、 日 ご ろ の授 業 や 考 査 に 対 す る意 識 を 分 析 し、 そ の 実 態 か ら個 に

応 じた 授 業 の研 究 を 行 い 、 教 員 の 相 互 研 鎭 へ の 手 だ て を探 っ た。

,ア ンケ ー トに つ いて

個 に応 じた 指 導 の 充 実 を 図 るた め に は 、 教 員 の 相 互 研 鎖 が 必 要 で あ る。 生 徒 の 理 解

度 の 把 握 や 到 達 目標 の 設 定 に よ っ て 、 個 に応 じた 数 学 の 理 解 へ とつ な げ 、 教 員 の 相 互

研 鎭 と して 授 業 参観 を行 い 、 さ ら に研 究 協 議 で 深 め る こ と に よ り、 よ りよ い授 業 づ く

りが で き る もの と考 え られ る。

そ こ で 、授 業や 考 査 な ど学 習 指 導 に関 す る こ と と 、授 業 参 観 や 研 究協 議 な どの 研 鎭

に 関 す る こ との2つ の項 目に つ い て ア ン ケー トに よ り調 査 し、相 互 研 鎖 に っ い て 数 学

科 教 員 が どの よ うに 考 え 実 践 して い る の か を 分析 した 。

2ア ンケ ー トの 結 果 及 び 考 察

(1)授 業 や 考 査 な ど学 習 指 導 に 関す る こ と

ア 授 業 にお け る到 達 目標 に つ い て

教 科 内 で到 達 目標 を 「具 体 的 に話 し合 う」 と答 え た割 合 が約40%だ っ た 。 雑

談程 度 で 行 っ て い る場 合 も含 め る と90%以 上 が 到 達 目標 を話 し合 って い る。 さ

らに 、 多 くの教 員 が 到 達 目標 の話 合 い を して 共通 認識 を もっ こ との必 要 性 を感 じ

て い る。 到 達 目標 の 共 通 認 識 を もつ こ とは 、 生徒 の つ ま ず き の原 因や 内 容 を教 科

内 で 把 握 しや す く、 そ の 対 応 策 や 指 導 法 に関 して 教科 内 全 体 で対 応 しや す く な る

と考 え る。 ま た 、 学 習 内容 を 十分 理 解 して い る生 徒 に対 して も、他 の 教 員 の 手 法

も調 査 で き 、到 達 度 に 応 じた 指 導 を 行 うこ とが 可 能 で あ る.

イ 授 業 で もっ と も重 要 で あ る と考 え る項 目につ い て

授 業 中 は 「生徒 の 理 解 の 把 握 」 が も っ と も重 要 で あ る と考 え て い る こ とが わか

っ た(35%)。 生 徒 の 理 解 の 把 握 を 常 に 意 識 す る こ とに よ り、教 員 か ら全 体 へ の

一方 通 行 で は な く
、 よ り個 に応 じた 指 導 が 可 能 に な る と考 え る。ま た 、「目的 の 明
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確 化 」{21%)に 力 点 をお く こ とは 、 ポ イ ン トを絞 り生 徒 に もわ か りや す い 授 業

にす るた め に 必 要 で あ る と多 くが 考 え て い る。

ウ 定期 考 査 に つ い て

定期 考 査 は 生 徒 の 到 達 度 を知 る上 で 重 要 で あ る。 テ ス トの 予 想 平 均 点 と実 際 の

平 均 点 との 差 の 許 容 範 囲 に つ い て 、科 目共 通 問題(共 通 テ ス ト)と 授 業 担 当者 ご

との 問 題(個 別 テ ス ト)で 分 け て集 計 を 行 っ た 。 どち らのテ ス ト形 式 で も 、 そ の

差 が最 大 ±10点 と回答 した 教 員 が 半数 を超 え 最 大 で あ っ た。予 想 と実際 との 差 を

縮 め るテ ス トを 作 成 す る こ とが難 しい と考 え られ る。 しか し、 平 均 点 の 差 が ±10

点 以 上 の 結 果 に 対 して は 「授 業 中 の 発 問 ・問 題 を 見 直 し」 や 「授 業 の流 れ ・進 度

の 見 直 し」 な ど生 徒 の 理 解 度 を 高 め る対 策 や 工 夫 を講 じて い る教 員 が多 数 で あ っ

た 。

(2)授 業 参 観 や 研 究 協 議 な どの研 鎖 に 関 す る こ と

ア 研 究 授 業 の 実 施 と参 観 にっ い て

この1年 間 に研 究 授 業 を行 っ た教 員 は 約30e/D、 授 業 を 参観 した 人 は 約60%

で あ っ た 。 授 業 を行 っ た 教 員 も参 観 した 教 員 も30%は 「大 い に得 る こ とが あ っ

た 」 と回 答 し、90%に 近 い教 員 が 「得 る こ とが あ っ た 」 と回 答 してい る 。 授 業

を 互 い に 参 窺 しあ うこ とは 授 業 改 善 に 大 変 有 効 で あ る と と ら え てい る。 しか し、

実 際 に は 、 研 究 授 業 以 外 で 授 業 を 見 せ 合 う機 会 は か な り少 な い とい う結 果 が 出 て

お り、今 後 の課 題 で あ る。

イ 指 導 案 に っ い て

「作 成 に 時 間 が か か る」 こ とや 「無 理 に案 に 合 わ せ て しま う」 な どデ メ リ ッ ト

が 挙 げ られ た。 した が って 、普 段 か ら気 軽 に 用 い る こ とが難 しい と感 じて い る教

員 が 多 い 。 しか し、「授 業 の 目的 が 明 確 に な るjと い う大 きな メ リ ッ トも感 じ て い

る こ とが わ か っ た。

ウ 相 互 研 鎭 につ い て

教 科 会 が 相 亙研 鎖 の 場 に な っ て い る と 回 答 した教 員 が約65%。 そ の話 題 の 中 心

は 「進 度 」 や 「生 徒 」に 関す る こ とが 多 く、 「指 導 方 法 」や 「授 業 内容 」 に 関 す る

こ とが 少 な い。 授 業 参 観 に 関 して は90%近 くが 相 互 研 鎖 の 場 に な る と考 え て い

る の で 、 相 互研 鎭 を行 う上 で 、 「時 間 」 「機 会 」 「体 制 」 「仲 間 」 な どの環 境 を 整 え

る こ とが 必 要 で あ る。

12,⑦ く7〕 上霞 ・碍寛裡犠費して緯た:と 酬あり塞したか

丁罐=捜 癖9観 をLて 稀たこと雌ありtLた か

棚実いにあった

自あうた

口あ塞りなかつた
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以 上 の こ とか ら、 授 業 参 観 は教 員 の 相 互研 鎭 を 実 践 す る有 効 な 手 だ て で あ る と考

え られ る。 授 業参 観 を行 う と きや そ の 後 の研 究 協議 で も、 指 導 案 の 果 たす 役 割 が 大

き い こ とが 確 認 され た。 一 方 で は 、 実 際 の授 業 で は 「作成 に 時 間 が か か る」 こ とや

「書 式 が 細 か い 」 こ とが 理 由 と な り活 用 す る こ とが 容 易 で は な い と感 じて い る教 員

も多 い。

そ こで 、 本 研 究 で は個 に応 じた 指 導 の 充 実 を 図 るた め の 授 業 参観 ・協 議 を含 め た

教 員 の相 互 研 鎭 を 実 践 す る方 法 と して 、 学 習 指 導 案 に 焦 点 を 当 て て 研 究 し 、 よ り現

実 的 で 有 用 性 の あ る学 習 指 導案 シー トの 開発 を行 っ た 。

(3)指 導 案 作 成 の 目的

授 業 を行 うに 当た っ て 必 要 な こ とは 、設 定 され た 到 達 目標 に 向 けて そ の授 業 で は

何 が 目的 な の か を明 確 に す る こ とで あ り、 そ して どの よ うな 内 審 で 、 ど の よ うに 生

徒 に 問 い か け を して い くか とい うこ と で あ る。 生 徒 の 学 習 状 況 に よ って は 、 前 の 学

習 内 容 に戻 る こ と も想 定 しな けれ ば な らな い。 逆 に 、発 展 的 な 内容 に 展 開 して い く

場 合 を想 定 す る必 要 も あ る、 また 、 授 業 にお け る指 導 内 容 が 、 生 徒 に と っ て どれ く

らい 理 解 で き た もの で あ る か を検 証 ・把 握 す る必 要 もあ る と考 え られ る。 そ こで 本

研 究 で は次 の 条 件 を満 た す 学 習 指 導 案 シー トを考 案 し、 検 証 授 業 を行 っ た.

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

目標 設 定 が 明 確 で あ る こ と

内容 ・発 問 ・到 達 度 の 把 握 が 容 易(見 出 しな どの 簡 略化)で あ る こ と

生徒 の つ ま ず きや 発 展 的 内容 に対 応(予 備 の 問 題 の 用 意)で き る こ と

生 徒 の 理 解 度 の 検 証 ・把 握(評 価 規 準 の 明確 化 、 達 成 度 の把 握 〉 で き る こ と

メ モ欄 と して 利 用(今 回 の 評 価 、次 回 の 課題 の 認 識)で き る こ と

相 互研 鎖 ・自己研 鎮 に利 用 可 能(授 業 改 善 、 シー トの 蓄 積)で あ る こ と

短 時 間 で 簡 単 に作 成 可 能(A4横 で シ ン プ ル に)で あ る こ と
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W検 証 授 業

(1)単 元 名 三 角 比 の 演 習(2時 間続 き の授 業 の 第1時.問 目)

(2)対 象 生 徒 第3学 年 ・選 択 授 業9名

(3)本 時 の 内容

・三 角 比 の値 を 復 習 して 、 問 題 演 習 を通 しで 三 角 比 の 演 習 問題 に習 熟 す る。

(4)本 時 の 目標

・第2象 限 ま で の 簡 単 な 角 の 三角 比 の値 を通 して 三 角 比 の 定 義 を再 確 認 す る。

・三角 比 の演 習 問 題 に 習 熟 させ る。

新 形 式 の 学 習 指 導 ・案

数学科学習指導案

關 内 騨 見岡 ・激■・キーワーF 畢圏聞i 生董の羅儲匿の鐸優 劃 幽
憎 翼隠

海

・三負比①偵智 薩脅三角"の 凱の比 ㈲ 】 θ冨4r.3自' 1机 聞櫓導 ・三脚 嘱1瞠3曽1ピ胃伽田5彪715
・角に対応 石

月n骨.

【兜△
皿 三角比o衰4現 厘
可 図の利用 躍17鞘 ・塑瞳Ω'一 卜眉■讐6く`邑

1 暑『.轄`弓 【腫μ,耀,,」

醜負 ・2.1.'1切 昼霊脚 鰯,号
・確椰と見も 【剛8=嘲'1髭 欄 厩』傾 となる童瞭
・昌は 負120

,.

・塵■自富臨"實 薔軍量鵬 丙軸蔭

一1 ・鰭溌に占矧,躍 融 蹴

,理 にしτ"`う 仲7
15 ・確誘演■ 図示 【橘1【垢齢 朗聯性

・三角比の曇

15 ・淵 習 回
【福】 【艶匿コ

・唖剛`圏 ■自司凸1曾蕗●し,伽 卜1藍

③ 山 的 ㌧ ・・零L鼻o' ⑦ 血 旧5。+嘔鵬135。 ⑳ 醐r姻 虻一山1躍酬

④㎝擢臨酵唱 罪回 ∫ 邸 中胤 絆願湘9⑪ 里匡
歯 繭ア 皿 ④ ・"監 翻椰 一・i冊・一 デ 醐 嘱
回 ・1・ … 呈

5 ・害え舎わせ ・昌極響齢櫨し雛 堕●覇⇔5.

癖匿の■点
厘嘗点あり 副 艮鋸 目標彊寵

1.闘6・ 鴛歓・艦慶〔あ郁 豊から罷問看曝じ.それ畳頗芋酌に牙折L師 とず6章 歌や曝屠など,,

魔.璽 学酌な見方"暑 毘方俸 象から譲尉性畳見い曲し.モれ餅ら蛤式や定雇を奪L、ていこうとす石見方や身i方.1 メモ{凍 回に向 けて〕

匿.鞭 翼・蝿履``亀 盲式に豪し.計3怯 陛 襯いて齢算する随陰など.) "艦 鼠鰯 聰竺陸"μ2{m
皿F.知臓・咀郷{耳 象琶}升1駅こ伍翼な徽学的な置愈O堰 鰐.審 た富盒聞O監 撃的な閣盛O瑠 解など6,
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(5)本 時 の評 価 に つ い て

【関 心 ・意 欲 ・態 度 】板 書 事 項 を 自分 な りの 言 葉 で ま とめ て ノー トを取 る こ とが で き

る 。

問題 を積 極 的 に解 こ うとす る。

1数 学 的な見方や 考 え方 】直角 三角形の辺の比 が角度 で表せ る こ とを再確認 で き る。

三 角 比 の 様 々 な性 質 を 見 っ け る こ とが で き る。

1表 現
■ 処 理 】 三角 比 の表 を作 り、三 角 比 の値 を利 用 した 計 算 が で き る。

【知 識
■ 理 解 】定 義 や 図 形 を利 用 して 三 角 比 を 求 め る こ とが で き る。

従 来 の形 式 の指 導 案

数学科学習指導案

時
敷
元
回

日
人
単

の

　

コ

慮
畠
料
瞬

巽
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纏
本

1

2

3

4

1F旗17年9月 惚 日(月}5時 聞且

3学年・遣択隈菓9当

敷学演雪{融孚 の ・三角比の斌■
・第2象 眠までの有唱角の三角比の億壱通Lて 三角比の足麟を再堕駆サ愚.
・以上費踏垂えた漉■閣薩に■熟させる.

辱 寧 時ω 農

導入 10研

5分

10牙

5分

15分

6分

圏
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辺遡 沙
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・一 高さがSiT,eo。

←

三角thO定 儲
蹴負〇三負比

∠ ・

麗犀 置■

刷30'.45'.eor.1Z(r

鈍角の三負比{座標と見昼}

、135'、 帽0暫99三 角比切 雍を悸h

ず ≦e≦180'の 三貴比の壷は、符号壱離視す蚤と9げ で朗聯¢喧董とる.
遷 麓負で雌Cdi80一 絡号s負1こ な看

瀦■
101③ 由Les'+ca■ 匡50"

⑰ 昭]げ 酬6『-abtO・ 幽".

緬 兜 ⑤姻 げ螂 ユ5『一血1哲 血艀

⑤ 。飢2{r

由5『⑦
由135・十〇口■US{2砺 中裏大掌糧農学鶴 改聯

鰐畿とまとめ

の

出躍置巴

三慨比の値は、負壇の♂りに値存すること

壱哩僻させ番.
`解値,麟角〇三負此の直筆…嘗えられ■.
三角比董粟めると曾.

盧負三角惨o皿 の畳さは
価自で僅宜會めてよい・

飼辺妄1占す蚤とき
薩辺の長さがeei8
霞さ卸由θ,に気づかセも.
`評価〕二のことに気何くか?

【評価〕鈍負の呈角此の定覇∬鍛角の時
と問樺であ愚こと浄埋醒できろ.

Pt、gげ 、lse'を 雷心三 員比ω 雍巻権

書'「も.

廉 で喜た鑑憧 に解笛 壷叛 書さセ る.

〔騨旛〕
・三負比の衰に虹を導めていろ.
・衰から鱈の封群性雌環鰐できも.

羅れている生後o瑠 儒壱駒けもため
帆闇櫓轟によリ.楓別に槻轟す6.

捲で撃た生眞に儒管壷転魯さ廿る、

管滝告わせと鰯讃、‡晴の重とめ

吃 、.三 。.△ 、旦
コ ム

6率 時の醇暉

闇rb・量歓・鰭虞
散学的な兜方や身え方

寝現・知瑠
蛆脚・瑠解

糎榊 項費自分なりの言葉で塞とめてノート壱融ること⇒雪で倉6.間 題を鵬極的」=鱈こうとす■.
臓角三角融00弧仰比が長さによらず、角度による値であることを冨確腸で遺乱 派生の性覧告更つけ愚ことが
で96.
三負比の妻壱作犠 悶口に三角比の値笹騰λして計算で喜も.
三角比f求 め{1にあたり.犀亀や図膨董利用して掌め番ことがで書る.
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V検 証 授 業 の 考 察

1新 指 導 案 の 作成 に 当た り

今 回 の検 証 授 業 で は、 従 来 の 書 式 の 指 導 案 と新 指 導 案 とを 併 せ て作 成 し、 比 較 検 討

した 。 従 来 型 の指 導 案 は 具 体 的 な記 述 をす る こ とに よ り、授 業 の流 れ や 時 間 配 分 な ど

を 考 察 で き る利 点 が あ る。 しか し、 実 際 に は生 徒 の 理 解 度 に は差 異 が あ り、案 に 沿 っ

て 進 め る こ と は 困難 で あ る.

新 指 導 案 で は従 来 の 学 習 活 動 ・内容 を 簡 素 に 記 述 す るた め授 業 の 流 れ を 伝 え に く い

デ メ リッ トは あ る が 、生 徒 の 理 解 度 ・達 成度 を 想 定 し、予 備 問題 を用 意 す る こ とで 個 々

の 生 徒 の 理 解 度 に応 じた 授 業 に望 む こ とが 期 待 で き る。 ま た 、 数値 で 達 成 度 を 設 定 す

る こ とに よ り、 日 ご ろの 生 徒 の 理 解 度 の 把握 が 探 く求 め られ る.さ らに 評 価 の 観 点 を

意識 す る こ とに もつ な が る と考 えた 。

2新 指 導 案 の 使 用 に 当 た り

従 来 の 指 導 案 を用 い た授 業 で は 、 案

どお りに 進 め る こ とが 求 め られ が ちで

あ る 。 しか し、 新 指 導 案 を 用 い た 授 業

で は 、生 徒 の反 応 に よ り柔 軟 に対 応 で

き る とい うメ リ ッ トが あ る。

ま た 、 到 達 目標 を設 定 して い る た め

課 題 が 明 確 で あ り、生 徒 に 伝 えや す い.

さ ら に生 徒 の多 様 な反 応 を メモ 欄 に記

入 し蓄 積 す る こ とで 、個 に応 じた 指 導

の 充 実 を 図 る こ とが で き 、 今 後 の 授 業

に役 立 て る こ とが で き る.

新 指 導 案 の形 式 は効 率 よ くか つ 短 時 間 で 準 備 が で き る の で 、 日ご ろ の 授 業 で も活 用

しや す い 。 研 究 協 議 に お い て は 、 達 成 度 や 予備 問題 な どの 具 体 的 な題 材 を通 して 、 授

業 参 観 者 と活 発 な 意 見 交 換 が で き 、相 互 研 鎖 に最 適 で あ る。

3他 の 検 証 授 業 の 感 想

他 校 で 新 指 導 案 を使 用 して 実 施 した授

業 で も 、 以 下 の メ リッ トが 報 告 され て い

る.

・ 記 入 す る の が ポ イ ン トだ け な の で 書

く 内容 も少 な く短 時 間 で 記 入 で き る。

・1時 間 単 位 で は な く、 時 限 の 枠 を 越

え た 単 元 ご との 授 業構 築 が 可能 で あ る。

・4観 点 を 常 に確 認 で き 、 評 価 しや す

い 。
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・ 生徒 の 理 解 度 に応 じた 練 習 問 題 な ど を表 現 す る こ と がで き る。

・ 予備 問 題 を活 用 す る授 業 が で き た 。

・ 達 成 度 を意 識 した授 業 を 行 う こ と がで き た 。

・ キー ワー ドを意 識 す る こ とで 、 数 学 的 思 考 を構 築 して い くポ イ ン トの 強 調 に も な

る。

4新 指 導 案 の 項 目等 の 説 明

裁学科学習指導案一 1四喜en理 醒・植 駐σ〕盲盛

②
略陽 内 喜 舞 局・油 雪 ・キーワー ド テ髄楓■

生臓の曜擁度の艀儘 著 緊 メモ

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

騨価o鍾 窟

悶心 ・量叡 ・纏盧くあ巻軍O跡 ら羅問査畢じ、それを鼠孕的に分糎しようとす番章瞳や螂魔など」

厭孚的な見オや奪瓦力{事 亀から糖刷性壷皇いだLそhか ら位弐や定珊密導いていこうとす壱見方や脅え方t】

1ワ 知"・ 堰溺 く事象の分析に必要な敷学釣な霞愈σ}理鯛.th亭 亀聞o戴 事曲な闘係m■ 鯛など., ⑩

① テ ー マ 等

② 内 容 の 理 解

・検 証 の方 法

③ 内 容

④ 発 問 ・演 習 ・キーワード

⑤ 予 備 問 題

⑥生徒 の理解度 の評

⑦達成度

⑧ メモ

⑨ 本 時の達成 度

⑩ メモ(次 回 に向 けて)

指 導 単 元 や 項 目、 対 象 学 年 、 日時 、 授 業者 の コ メン トを記 入

本 時 の 目標 を記入

導入や 展開等 の項 目を立て て記入

発問事項 や 演習問題 、説明 にお けるキーワード等学習 内容 を記 入

1補 】は補 充的 な問題や 発 問を記入

【発 】は発 展 的な問題や 発問 を記入

評 価 の観点 の項 目が 達成 した と判断す る事柄 を記入

授 業前 後 に生 徒の理 解度 を数 値や度合 で記入

授 業者 ・参観 者が気 付い た こ とを記入

授 業者 が授業 後に記 入

次 回にっ なげ る事柄 を記 入
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W成 果 と 課 題

「個 に応 じた 指 導 の 充 実 を 図 るた め の 教 員 の 相 互研 鎭 の あ り方 に つ い て 」を主 題 と し、

研 究 した 、

「生 徒 に よ る授 業 評 価 」に よ り、 生 徒 が どの よ うな 授 業 を 望 ん で い る の か 、 どの よ うに

授 業 を と ら え て い るの か を知 る こ とに よ り、 自 らの 授 業 を分 析 ・考 察 し改 善 を 図 る こ と

が 可 能 で あ る。

さ らに 、r教 員 の 相 互研 鎭 」に よ り、授 業 参 観 や 相 互 の 経 験 か らの 協 議 や 情 報 交 換 か ら

問 題 意 識 を も ち 、授 業 改 善 を 図 る 必 要 が あ る。

前 述 の ア ン ケ ー ト結 果 か ら次 の3項 目が わ か っ た 。

① 授 業 の 展 開 、 教 材 研 究 、 発 問 方 法

教 員 の相 互研 鎭 を 考 えた とき 、参 考 に した い項 目で あ る。 対 比 して 、実 際 の授 業 参

観 で は 授 業 の 流 れ や 目的 を参 観 の ポ イ ン トに挙 げ て い る。

② 授 業 中 の 発 問 ・問 題 選 択 を 常 に 意 識 した 授 業

考 査 結 果 が 想 定 外 で あ っ た とき 、授 業 の対 策 ・工夫 を 一番 に挙 げ て い る。 日 ご ろ の

授 業 で は 、授 業 の 流 れ 、進 度 な ど、既 存 の学 習指 導 案 で 重 視 して き た構 成 面へ の 取 組

が 目立 っ て い る。

③ 校 務 が 多 忙 で 時 間 をっ く る こ とが で き な い 。

他 の 教 員 の 授 業 へ の 関 心 は 高 い。 また 、 授 業 参 観 か ら得 る こ とへ の 期待 は 高 い 。 し

かLな が ら、 現 実 、授 業 参 観 や 授 業 に つ い て の 協 議 の 機 会 は 少 な いe要 因 は 、 作成 に

時 間 が か か る既 存 の 学 習 指 導 案 や 形 式 的 に な りや す い 授 業 参 観 の在 り方 が 挙 げ られ た。

以 上 の こ と を踏 ま えて 、個 に 応 じた指 導 の 充 実 と教 員 の 相 互 研 鎭 が 図れ る よ うな 新

指 導 案 を作 成 した。

1成 果 に つ い て

新 指 導 案 を 作 成 す る過 程 で 、 検 証 授 業 を複 数 の 学 校 で 行 い 、授 業 参 観 の 後 協 議 を行

っ た 結 果 、 以 下 の成 果 を得 た.

① 指 導 案 作 成 時 間 は10分 間 の 設 定

10分 程 度 で 書 き上 げ られ る よ う指 導 案 作 成 は 簡 潔 な も の と した 。簡 潔 に しよ う と

す る と、 本 時 の 目的 と到 達 目標 を よ り明確 に と ら え る 事 に な り、授 業 の 構 成 ・流 れ

も考 え られ る。 ま た 、 考 え を ま と め る こ とに も な り、 日々 の授 業 で 有 用 で あ る。

② 発 問 ・演 習 ・キー ワー ド選 択 を意 識 した 指 導 案

到 達 目標 を 事 前 に設 定 した 上で 、発 問 や 問 題 を選 択 す る。 そ の た めに は 、 事 前 に

生 徒 一人 一 人 の反 応 を想 定 す る。 こ の反 応 を具 体 的 に 想 定 して い る こ とに よ り、 問

題 選 択 の 課 題 が 明確 に な り、 生 徒 の 多 様 な 学 力 に 対 応 しや す くな る.ま た 、 キー ワ

ー ドを意 識 す る こ と は
、 本 時 の 目標 ば か りで な く、 数 学 的 思 考 を構 築 して い くポ イ

ン トの強 調 に もな る 。
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③ 予備 問 題 【補 充 ・発 展 問 題 】の 選 択 の 準備

練 習 問題 の 展 開 は 、本 時 の授 業 の 到 達 目標 に 大 き く関 係 して く る。 どの 程 度 の 人

数 な の か 、 ど こで つ まず い て い るの か に よ っ て 、 補 充 的 な 問 題 に戻 る の か 、 逆 に 発

展 的 な 問題 に 展 開 し て い く の か 、そ れ ら を想 定 しな が ら、 問題 選 択 は どの 範 囲 ま で

に設 定 す るの か を考 え る必 要 が あ る。 さ らに 、 生 徒 の 反 応 や 考 え を 的確 に と ら え る

こ とが き っか け に な る こ とか ら、 考 える 授 業 を構 築 しや す くな る。

④ メ モ 欄 の 活 用

授 業 を行 う と指 導 案 どお りに は 行 か な い。 授 業者 は 予想 外 の 生徒 の 反 応 な どを 具

体 的 に記 入 す る こ とで 、 よ り様 々 な 生徒 へ の 対 応 が 可 能 に な り今 後 の授 業 に 活 用 す

る こ とが で き る。 ま た 、授 業 参 観 者 もメ モ 欄 に そ の 時 々 の 感 想 や 生 徒 の 様 子 を 記 入

す る こ と で 、 よ り活 発 な研 究 協 議 を行 うた め の 題 材 に な る。 した が っ て 、 これ らに

よる研 銀 の 蓄 積 が最 大 の 成 果 で あ ろ う。

⑤ 授 業 参 観 の 参加

到 達 目標 を設 定 した 指 導 案 で あ る た め 、教 科 外 の 教 員 で あ っ て も、 他 教 科 で の 生

徒 の 学 習 の様 子 を 見 る こ とで 、 よ り生 徒 の理 解 を深 め る とい う観 点 か ら 、参 観 が で

き 、 教 科 を越 え た 教 員 の相 互 研 鎖 に な る。

2今 後 の 課 題 に つ い て

(1>新 指 導 案 の活 用 に つ い て は 次 の2点 が 考 え られ る。

① 定義 の 導 入 や 理 論 の 解 説 の とき な ど授 業 の 流 れ を 重 視 す る とき は 、 従 来 の 指 導

案 の ほ うが 考 えを ま と めや す い こ とも あ り、 指 導 内 容 に 応 じた新 指 導 案 との 使 い

分 け が必 要 で あ る。

② 新 指 導 案 の 書 込 み は 、 慣 れ が 必 要 で あ る。 しか し、使 うこ とに よ り、 い ろ い ろ

な 場 面 で の生 徒 へ の対 応 が で き る よ うに な る。

(2)教 員 の相 互研 鎖 の機 会 を 広 げ て い く必 要 が あ る。 授 業 の 目的 を明 確 に し、 到 達 目

標 を 設 定 す る 上 で 、 学 校 と して の 教 科 の 目標 、 共 通 認 識 を もつ こ とが 必 要 で あ る。

さ ら に 、教 科 を 越 え た 教 員 の 相 互研 鎖 が 必 要 で あ る。

(3)個 に応 じた 指 導 の 充 実 を図 る た め には 、生 徒 に よ る授 業 評 価 を生 か しな が ら、 さ

ら に 日々 の授 業 で 生 徒 の 理 解 に応 じた 適 切 な 授 業 展 開 を す る こ とが 必 要 で あ る 。 そ

の た めに も 教員 相 互 の 研 鎖 の 機 会 を さ らに広 げ て い く こ とが 重 要 で あ る、
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